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特別養護老人ホーム柿生アルナ園 （事業報告） 

１． 介護老人福祉施設経営について 

（１）総括 

H27 年度は運営を良い状態に保つための「管理運営」だけでなく、明確な目的を掲げ戦略を持って実行に移

す「経営」への方向転換を目指し試行錯誤する 1年となった。法人の理念に基づき様々な取り組みを実施したが、

とくに利用者に良質なサービスを提供するための努力・工夫を各部署をあげて実施した。同時に、社会福祉法人

としての社会貢献活動（義務化）を、園内の全部署の協力のもと様々な形で実施した。その他、経営管理体制を

強化し効率的・機能的に収益を上げる為に経営調整会議の見直し、各種委員会の機能見直し、業務平準化のため

の各種マニュアル作成の実施、各種 HP等を通じた情報開示（説明責任）等も積極的に実施した。 

 

（２）介護老人福祉業務及び、介護保険収入の確保について                                                       

H27 年度も施設として入所待機者の利便性を図るために、また経営安定のための増収を図るために、空きベ

ッドの速やかな入居者補充のみならず、短期入所用ベッドを機能的に組み合わせたベッドの効率的利用による稼

働率向上を目指した。 結果、H27年度の特養入所部門の平均稼働数は 75床、短期入所の平均稼働数は 2.8

床、両方を合わせて 94.8％の利用率となった。 しかしこの度の平成 2７年４月の介護報酬の単価改定は、地

域区分の改定による増額はあるものの、介護報酬全体の減収につながり、結果として特別養護老人ホーム部門で

は前年度と比べて２７７万円の減収、通所介護（デイサービス）部門では２７１万円の減収となった。一方で、

居宅介護支援部門では、前年度と比べて１０９万円の、地域包括支援センター部門では１００万円の増収となっ

た。また、稼働率以外の柱である加算取得に関しては、適切な情報収集及び計画的取組をした結果、夜勤体制加

算を取得ができた。 

結論：マイナス改定に伴う減収及び稼働率の伸び悩みは、柿生アルナ園にとってかつてないほど厳しいものと

なった。平成 30 年に行われる次の介護報酬と診療報酬の同時改定を見据えて、H28 年度は特養及び短期入所の

稼働率を高めるための意識体制改革・キャリアパスのプレ導入等による経営体制整備を率先して行うとともに、

計画的な加算取得を視野に入れて事業を展開して行きたい。 

 

（３） 経費節減及び人材確保への取り組み 

経費節減と人材確保を両立させるために、昨年以上に求人活動及び処遇改善を計画的かつ効率よく実施する一

方で、業務の効率化・能率化・時間短縮を促進するためのルールの見直し、及び業務マニュアルの作成を継続推

進した。又、臨機応変な部署を超えた協力体制を整え、適所適材の人事異動やボランティア等の積極的活用を推

進するなど、人材不足に対応した様々試みを実施した。これに加え、インターネット注文導入による消耗品等の

計画的・比較購入等を徹底し、事務を中心に無駄な経費節減に園を挙げて取り組んだ。とくに、人材確保対策の

一つである処遇改善費（常勤）は、特養職員で前年度比５．９％〈19,000 円〉）の増額を、通所介護（デイサー

ビス常勤）では前年度比で４％〈9,000 円〉の増額を達成できた。 

 

２． 施設の経年修理及び、機器類導入について 

介護環境の利便性の向上・改善維持を目的に、園内 PC 環境の整備充実、LEDの導入、入浴用ストレチャーの

導入、あるいは大型の備品機器等の修繕及び交換に優先順位をつけ計画的実施に向け策定を行った。但し、補助

金・助成金等の関係で予想以上に時間がかかっているため、具体的な導入は H28年度へ持ち越しとなったものも

あるため、遅滞なく計画を実行できるよう業務の効率化・能率化をさらに促進して行きたい。 

 

３． 震災害対策について 

日頃から防災避難訓練を通じて、職員及び入所者の防災意識を高める努力をした。大震災等が発生した場合に

柿生アルナ園は「麻生区地域防災計画」に基づき区市と連携し、2次避難所を開設することとなるため、日常の

防災訓練の更なる充実と、緊急時における被災者の受け入れ対応についても、継続推進して行きたい。 
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特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 

運営目標 

当法人が掲げる基本理念及び経営方針に基づき、利用者の自立支援に向け職員一丸となって 

次の項目に添ってより良い介護を進めた。 

（１） 利用者が常に安心し安全である介護に努める。 

（２） 利用者が常に快適な環境の下生活ができる介護に努める。 

（３） 利用者が常にさわやかな雰囲気の中で生活ができる介護に努める。 

（４） 利用者が常に楽しく一日の生活が送れる介護に努める。 

（５） 利用者が常に納得の得られる押し付けでない介護に努める。 

 

二．重点目標 

（１） 感染症の予防対策について 

感染症の予防対策の強化については、感染症や食中毒が施設内でまん延しないようにあらゆる情報

を収集し、発生の恐れがある時には、早期に感染症対策委員会を開催し、感染の拡大を最小限に留め

ることができた。また、感染症の発生種類に応じ、消毒液を選択して実施をし、効果を上げることが

出来た。 

衛生委員会にてインフルエンザ対策の話し合いなどを行ったが、機動的に開催し、きめ細やかな対

策を考え実施することができた。 

（２） 災害への備えについて 

災害に備え、緊急用品を用意することに関しては、水・食料等物品の一覧表を作成し、金庫に保管

し年１回の見直しもした。また、防災の日算に他部署に応報した。 

（３） 利用者、家族とのコミュニケーションについて 

利用者からのケアのご要望を伺えるよう、日々の関わりの中で声掛けや関係づくりに努めた。ご意

見箱への意見はなかった。例年通り家族懇談会を継続し、園の状況説明や報告を行うとともにアンケ

ートを実施し、ご意見ご要望をうかがう機会をもてた。また、ご面会時等日頃から挨拶や声掛けを意

識して行い、利用者の様子を伝えケアのご要望を伺うよう心掛けた。 

（４） 入居待機者の情報収集について 

退所者に備えた入居待機者の情報収集・面接は昨年度の倍数に対して行なった。欠員補充までの間

は、ショートステイ希望者の利用を案内し、空きベッドの有効活用ができた。入居待機者の面接を優

先したことから、新規ショートステイ希望者についての情報収集、面接を行なった数は昨年度よりや

や減ったが積極的な受入れを行なった。入居希望者の相談受付を行うとともに、待機期間のサービス

利用について情報を提供した。入居待機者の事前面接調査を実施し（年間２６名）、待機施設・病院・

家族との連絡調整を行った。 

 

入居待機者数（平成２８年３月３１日現在） 

男性 女性 合計 

132 名 216 名 345 名 

 

（５） 日々のケアについて 

例年になく職員の入れ変わりが激しかったため、意志の統一をはかるために繰り返し法人の基本理

念を確認する機会をもうけた。また、接遇目標を毎月定め、目標に向かい各職員が意識をもちケアに

取り組めるよう努めた。 

・ケアサービス向上委員会にて 

①車椅子の点検は定期的に行い事故防止に努めた。 

②虐待防止についての研修を行い、職員の資質の向上を図った。 

③活動の対象となる事項が、接遇委員会・リハビリ担当・環境整備担当と重複する内容が多い。 

当委員会は、事故防止と全体的なサービス向上の視点で、今後も各担当と連携をとりながら、活

動を行っていく。 
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（６） 咀嚼・嚥下困難者の対応と健腸長寿について  

利用者の ADLの低下に伴い、えん下困難者が必然的に多くなってきている。現状の健康状態を維持

していくために、少しでも食事を摂取して頂けるように、全員が創意工夫をこらし、一方そのことに

ついての研鑽と研修を重ねて、介護技術の向上を図って、誤えん性肺炎の発生防止に努めた。 

（７） 経営改善の推進性と公開性の維持について 

経営改善の推進については、人件費の削減に努め、直接雇用を心がけた。また、消耗品等の購入に

インターネットを活用するなど経費節約に努めたが、まだ不十分であった。公開性の維持に関しては、

施設の公益性を考え、財務等インターネットで公開をしたが、第三者評価までにはいたらなかった。 

（８） 看取りケアについて 

    嘱託医の協力を得て、穏やかに最後を迎えられるよう援助した。 

 

三．利用者援助 

１．援助方針 

（１） 利用者の立場にたち、常に同じ姿勢、態度で統一した援助活動を行えるよう心掛けた。 

（２） 利用者の自己決定と権利を尊重し、一人ひとりの自立を支援できるような、活気ある生活  

づくりを心がけた。 

（３） 生活空間、活動範囲の拡大を目指し、利用者の目的達成や楽しみにつながる生活が実現で き

るよう援助した。 

（４） 地域社会との交流を積極的に行った。 

 

２．生活相談援助 

（１）相談業務 

     相談しやすい環境を作り、利用者の悩み･トラブル･心配事などにより積極的に取組んだ。 

（２）家族懇談会の実施 

・家族のサービスに対する要望を伺い、入居者と家族との交流の機会をつくれるよう努めた。 

家族懇談会開催 ３回／年 

５月  各担当者からの連絡、終了後衣類販売 

１０月 各担当者からの連絡、終了後衣類販売 

２月  各担当者からの連絡、終了後餅つき 

（３）投書箱の設置 

・苦情等対応委員会にて 

数件の苦情が寄せられた。申し出者に苦情の内容を確認し、職員間でその内容を共有したうえで改 

善案、対策案の確認を行なった。また申し出者に対して円滑な解決となるよう対応すると共に、サ 

ービスの質の向上に繋がるよう努力した。 

・事故対応委員会及び事故発生予防検討委員会にて 

①活動報告 

要綱に基づき、サービス利用者の事故予防に努めた。又、発生後は迅速な対応・報告・連絡・検

討・改善を行い、安全・信頼性の確保とサービスの質の向上に努めた。発生後の連絡体制・各職

種の役割分担についてマニュアル再確認の園内研修を行なった。 

②ヒヤリ・ハット報告書の活用 

対応職員は施設長に報告するとともに報告書を提出し、内容を全職員に明らかにした上で、予防 

策・解決策等を検討し速やかに対応した。 

ご家族への報告に努めた。 

平成２７年度報告総数２３０件（内訳 ヒヤリ・ハット １６件 事故 ２１４件） 
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３．利用者生活援助 

（１）食事 

ケアプラン（ケース会議）により、嚥下困難者にはゼリー食、高カロリードリンク、小皿メニュ

ーなど様々な提供方法を提案し、栄養・医務・介護の連携の下、口から摂取していただけるよう努

力を重ねた。また、行事食を楽しんでいただくために見た目を工夫し、おいしく楽しめる食事の提

供に努めた。昼食前に毎日嚥下体操を行い、口から美しく食べていただけるようメニューの説明な

どを行った。 
 

食事形態 

ごはん 鶴（１階） 亀（２階） 粥 鶴（１階） 亀（２階） 

常菜 10 9 常菜 2 0 

刻み菜 8 3 刻み菜 4 1 

刻みみじん菜 1 0 刻みみじん菜 1 1 

みじん菜 1 1 みじん菜 5 7 

合計 21 13 ミキサー菜 1 3 

＊胃瘻食 1 4 粥ゼリーｰ菜 4 5 

＊濃高流動食 1 1 合計 17 17 

            平成 28 年 3 月 31 日現在 在籍 78 名 入院 2 名 在室 76 名 

 

（２）入浴 

5 月菖蒲湯、12 月柚子湯を行い入居者に季節を感じていただけるよう対応した。入居者様の身体

介護の重度化に伴い機械浴利用者が増えた為、入浴専門のパート職員中心に入浴時間を 30 分長め

に設定。入浴が定期的に安全・安心して出来るよう努めた。 

（３）排泄 

・随時ポータブルトイレの点検清掃 

・尿量測定（年 1回/11月～12月にかけて 1人 5日間実施） 

・パット表 2～3ヶ月に 1回の見直し 

・新人のオムツ研修実施（年 2回白十字㈱に依頼） 

・排泄用物品（トートバッグ・パット袋）の補充 

・排泄使用バケツやオムツ袋バケツの清掃 

・排泄用品コスト見直し（5/29より） 

現在使用中・・・白十字㈱ 

ユニチャーム㈱・モニター実施（6/14より 6/21まで）、モニター評価表作成、アンケートのま 

とめ王子ネピア㈱・・事前研修（8/21）、モニター実施（9/14～9/27）、モニター評価表作成 

    排泄用品 3社比較し、現行の白十字㈱を継続使用（10/20） 

（４）環境衛生 

・居室内外の整理・整頓及び清掃に努めた。 

・援助に当たる際は、エプロンの使用・手洗い・アルコール消毒等心掛けた。 

（５）レクリエーション 

    生活の活性化を図り、利用者の楽しみにつながるものを積極的に取り入れた。 

（６）リハビリテーション 

・水分・排泄・食事・運動の基本の柱にし活動を進めた。 

・新人職員入職後、移乗研修実施した。 

・移乗やリハビリが難しい方に対し、ビデオカメラ撮影による PC上での動画確認により常時誰で 

も再確認できるようにした。 

・年 2回の水分チェックの実施（平均水分量 937ｍｌ）により、水分量の実態がしれた。 

・毎週の水曜日の PT回診の為、身体状況に変化がある場合にすぐに PTによる確認をとれた。 

・リハビリ回診者のべ 1876人に実施する。 
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（７）余暇活動 

職員不足が主な理由で余暇外出が 4 回だった昨年度に比べて、今年度は 11 回と多くの余暇外出

を企画実施することができ、26名の利用者を案内することができた。余暇外出やクラブなどの活動

等に参加することが心身の状態により難しい利用者に関しては、園庭での散歩や日光浴を随時実施

した。余暇外出は、かわさき老人ホーム作品展、柿生保育園移動動物園、新ゆり美術展、囲碁将棋

オセロ大会に外出することができた。 
 

外出・外泊・余暇外出の状況 

 男性 女性 合計 

外 出 3 名 74 名 77 名 

外 泊 1 名 16 名 17 名 

余暇外出 3 名 23 名 26 名 
 

 

（８）クラブ 

クラブに関しては、ボランティアの方々の協力によるものは、ほぼ例年通り実施することができ

た。またクラブ以外でも民謡や紙芝居、楽器演奏などのボランティアを随時受け入れた。クラブは

前年度同様、ボランティアの先生の協力のもと例年通り実施することが出来た。次年度は、職員主

体の創作クラブが充実するよう内容を検討していく。 
 

 

クラブ実施状況 

 実施回数 参加人数 

華 道 21 246 

書 道 21 189 

音 楽 12 248 

俳 句 5 13 

創 作 6 63 

余暇・ｸｯｷﾝｸﾞ 9 127 

籐工芸 10 80 

 

（９）行事 

3大行事について 

①お花見（4月） 

 ・ご家族参加型での行事。桜が散り始めの頃の開催だったが、満開の頃の写真掲示を行ない好評

だった。 

 ②さわやかふれあいまつり（9月） 

 ・当日に、延期になっていた花火遊びも行なった為盛りだくさんになってしまったが、ご家族も

参加され大変盛り上がったと同時に入居者様・職員共に疲労感がみられた。 

 ・100歳以上の表彰は初の試みだったが、良かった。 

③アルナ祭（11月） 

 ・3階アトラクション後の昼食準備（食席作り）に手間取ってしまった。 

 ・ご家族用のお弁当を外部の方が購入したいと希望があった。 

 ・バザーは昨年度より売り上げが良かった（寄付金込み）。 

 ・喫茶は入れ替え制にて無事終了した。 

1年間を通して 

 ・介護職員の人数が定着しない中、他部署の皆様の協力を得て連携を図りながら感染症や風邪の

行も無く、入居者様の楽しみである行事を 1つも減らす事無く、又大きな事故もなく実施する 

ことが出来てよかった。 

 ・行事の際は、入居者の笑顔が多く見られて良かった。 

    ・保育園児との交流も実施する事ができてよかった。 
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行事等 

月 日 行事 内容 

4 
8 お花祭り 花見堂を飾り甘茶を飲む 

11 お花見 園庭の桜を楽しむ 

5 
9 昼食会 ３階にて入居者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

30 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

6 
13 運動会 － 

25 囲碁将棋大会 市老人福祉施設事業協会主催 市民プラザにて 

7 
24 夜間防災訓練 － 

25 納涼大会(町内会) 園庭にて催し物を楽しむ 

8 

13 お盆 迎え火 

15 お盆 送り火 

29 花火遊び ふれあい広場にて楽しむ 

9 
12 さわやかふれあい祭 ３階にて模擬店等アトラクションを楽しむ 

24 供養祭 妙福寺の御住職によるお彼岸の法要 

10 
3 家族懇談会・衣類販売 洋品店来園 希望により衣類購入 

17 運動会 ３階フロアーにて楽しむ 

11 7 アルナ祭り 地域の方々と共に楽しむ 

12 
5 昼食会 ３階にて入居者全員で、アトラクションと特別献立を楽しむ 

24 クリスマス会 ケーキと特別献立を楽しむ 

1 9 新春の集い マジックショーを楽しむ 

2 
3 節分 豆まき 

27 家族懇談会・餅つき つきたてのお餅をその場で楽しむ 

3 － － － 

※ 毎月１５日を供養の日とし、１階談話室前に釈迦御を飾り、物故者の霊を慰める 

※ 毎月第３土曜日に食堂において、お誕生者にお祝いのカードを贈る 

 

（１０）個別援助 

①  個々の入居者の人権を尊重し、「自分らしく」生きることができるように援助した。 

② 施設サービス計画書の作成 

要介護度の変更時や状態の変化時には、サービス担当者会議を開催し、現状の問題を明らかにした 

上で、適切なサービスが計画的に提供できるよう検討して新たに作成した。内容については、可能 

な限り本人と家族の希望に基づいて検討し、原案についても可能な限り説明し、同意を得られるよ 

う努力した。又、新入所者については、園生活に慣れていただいた頃（入所後約１ヵ月を目安）に、 

日常生活のケアの状況、要望に応じて初回の計画書を作成した。 

・サービス担当者会議  ９９回／年 した。 

・モニタリング用紙、ＡＤＬ表を活用 した。 

・長谷川式簡易知能評価スケール（ＨＤＳ－Ｒ）を年２回実施し、認知症の方にはプランに反映でき 

るように検討し、ご家族への報告に努めた。 

③サービス担当者会議に、ご本人に出席していただいたり、事前にご本人にご要望を伺うことでニー 

ズ把握に努めた。また、認知症の重度化に伴い、ご本人から聞くことが難しいこともあるため、ご 

面会時にご家族とお話し、ご意見・ご要望を伺うよう努めた。 
 

サービス担当会議開催状況（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月迄） 

実施月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

実施件数 8 7 12 7 8 7 5 9 10 9 8 9 99 
 

④要介護認定の有効期限の確認と申請の援助を行った。又、有効期限内においても状態に著しい変化 

が認められた場合は、区分変更の申請の援助を行った。 
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⑤不定期開催となってしまったが、ケアプランサービス担当者会議での決定内容を中心に据え、何か 

変化があった場合すみやかに関係部署の職員が集まりミニカンファレンスを行い、利用者サービス 

が継続して行えるように努めた。 

（１１）家族交流 

①  年間行事予定表を受付に設置し、行事の参加及び外出・外泊の積極的な協力を求めた。 

②  入居者及びアルナ園との交流を密にするために、積極的にアプローチをおこなった。 

③  家族懇談会にて家族間の連携を密にし、入居者のために共同で援助することを理解していた

だいた。 

④  施設サービス計画書作成にあたり、希望を確認すると共に、実現に向けて面会等園での生活

に協力していただいた。 

⑤  毎月お誕生者を園内でお祝いしご家族にお祝いカードを送付したご家族でのお祝い会を希望

される場合には、場所・移動・食事面について、ご家族が対応し易い援助を行い、ご家族と入

居者が安心して共に過ごせる会となるよう支援をおこなった。 
 

日課表 

時 間 入居者日課 職員業務日課 

4：30 

6：30 

7：00 

8：00 

9：00 

10：00 

10：30 

 

11：00 

12：00 

13：00 

14：00 

14：30 

15：00 

17：00 

 17：30 

 18：00 

 19：00 

19：30 

オムツ交換 

起床 洗顔 身支度 

 

朝食 トイレ誘導 

オムツ交換 

配茶 入浴 

リハビリ クラブ（随時） 

リネン交換（月・火・木・金・日） 

       

昼食 トイレ誘導 

オムツ交換 

入浴準備 趣味 

入浴 

おやつ 

オムツ交換 

 

夕食 トイレ誘導 

 

オムツ交換 

オムツ交換 排泄介助 

モーニングケア 有熱者検温 

朝食セット 離床介助 誘導 

摂食介助 誘導 歯磨き介助 

申し送り オムツ交換 排泄介助 

配茶 入浴介助 

リハビリ介助 クラブ介助 

オムツ交換 排泄介助 離床介助 

誘導 

摂食介助 誘導 歯磨き介助 

（休憩）    オムツ交換 

（リハビリ介助）入浴準備等 

入浴介助 

離床介助 配茶 摂食介助 記録 

オムツ交換 排泄介助 離床介助 

誘導 申し送り 

摂食介助 誘導 歯磨き介助 

配茶 水分補給 

オムツ交換 

 21：00 

 21：30 

 23：00 

1：00 

2：00 

3：00 

消灯 就寝準備（着替え等） 

 

 

オムツ交換 

 

消灯 巡回 就寝時与薬 有熱者検温 

 

巡回 

オムツ交換 

有熱者検温 

巡回 
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週間・月間予定表 

 第１週 第２週 第３週 第４週 

月 
特浴 特浴 嘱託医回診 特浴 嘱託医回診 特浴 嘱託医回診 

火 特浴 足浴 特浴 足浴 特浴 足浴 特浴 足浴 

水 ＰＴ回診 ＰＴ回診 ＰＴ回診 ＰＴ回診 

木 

ＡＭ：一般浴 足浴 

ＰＭ：中間浴 

嘱託医回診 

ＡＭ：一般浴 

ＰＭ：中間浴 

嘱託医回診 

ＡＭ：一般浴 

ＰＭ：中間浴 

嘱託医回診 

AM：一般浴･PM中間浴 

余暇外出 足浴 

嘱託医回診 

金 特浴 特浴 特浴 特浴 

土 特浴 特浴 特浴 特浴 

日 AM：一般浴･PM：中間浴 AM：一般浴･PM：中間浴 AM：一般浴･PM：中間浴 AM：一般浴･PM：中間浴 

 

平成 27 年度 利用者実績数（特養・短期入所者） 

 人数 １日平均人数（人／日） 

４ 月 2,298 76.60 

５ 月 2,403 77.51 

６ 月 2,354 78.46 

７ 月 2,449 79.00 

８ 月 2,424 78.19 

９ 月 2,307 76.90 

１０月 2,411 77.77 

１１月 2,297 76.56 

１２月 2,409 77.70 

１ 月 2,475 79.83 

２ 月 2,286 78.82 

３ 月 2,410 77.70 

計 23,523 77.93 
 

要介護度の推移  

 平成２７.４／３０現在 平成２８.３／３１現在 

自 立 0 0 

要 支 援 0 0 

要 介 護 １ 5 2 

要 介 護 ２ 6 5 

要 介 護 ３ 22 20 

要 介 護 ４ 19 25 

要 介 護 ５ 26 26 

要介護平均 3.70 3.87 
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入退園状況 

 退      所 入      所 

男性 女性 内    訳 男性 女性 内    訳 

４月 0 0  0 3 自宅 3 名 

５月 1 0 長期入院 1 名 0 1 老人保健施設 1 名 

６月 0 2 死亡 1 名・自宅復帰 1 名 0 2 老人保健施設 1 名・病院 1 名 

７月 1 1 死亡 2 名（ターミナル 1 名） 0 1 老人保健施設 1 名 

８月 0 1 死亡 1 名（ターミナル） 0 1 自宅 1 名 

９月 1 2 死亡 2 名(ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名）･長期入院 1 名 1 3 自宅 3 名・老人保健施設 1 名 

10 月 1 1 死亡 2 名 1 0 老人保健施設 1 名 

11 月 2 1 死亡 2 名(ﾀｰﾐﾅﾙ 1 名)・長期入院 1 名 0 2 自宅 1 名・老人保健施設 1 名 

12 月 0 1 死亡 1 名 1 2 自宅 2 名・老人保健施設 1 名 

１月 0 1 長期入院 1 名 0 1 老人保健施設 1 名 

２月 1 0 死亡 1 名 1 0 病院 1 名 

３月 1 2 死亡 2 名、長期入院 1 名 0 2 老人保健施設 1 名・病院 1 名 

合計 8 12 
死亡 14 名（ターミナル 4 名） 

長期入院 5 名 
4 18 

自宅 10 名 老人保健施設 9 名 

病院 3 名 グループホーム 0 名 

有料老人ホーム 0 名 

 〈要介護度内訳〉 

  介護度 1 1 名 

  介護度 2 1 名 

  介護度 3 6 名 

  介護度 4 5 名 

  介護度 5 7 名 

  退所者要介護度平均 3.80 

〈要介護度内訳〉 

  介護度 1 0 名 

  介護度 2 1 名 

  介護度 3 9 名 

  介護度 4 10 名 

  介護度 5 2 名 

入居者要介護度平均 3.59 

４．健康管理 

（１）病気の早期発見と早期治療に努めた。 

・毎日巡回時に体調をチェックし、病気の兆候があった時には、受診につなげた。 

・定期健康診断を実施し、結果について嘱託医に報告の上、事後検討を行った。 

（２）精神面の安定を図るよう努めた。 

・入居者に対して言葉によるストレスを与えないように、否定的な発言を避け、固定観念に囚われ 

ず聴くように努めた。 

・認知症の心理状態について学び、適切な対応ができるように心掛けた。 

・不穏な状態が続いた場合、医師に相談し、受診につなげた。 

（３）感染症予防に努めた。 

・感染症予防対策のマニュアルに則り、インフルエンザ、肝炎、疥癬、ノロウィルス等の予防に努 

めた。 

・感染症予防対策委員会を三ヶ月毎に開催し、発症の恐れがある時は、都度開催した。 

（４）体力及び身体機能を維持し、低下を防ぐため、実施した。 

 

（５）家族との連携を密にし、理解と協力を得るよう努めた。 

・面会時や家族懇談会の場を利用して、入居者の体調等をお伝えし、コミュニケーションをとるよ 

うに努めた。 

・受診時は、付き添いの協力をしていただいた。 

（６）毎週火曜日と金曜日に、嘱託医の診察を行った。体調不良者は随時報告し、指示を仰ぎ適切な看護 

に努めた。 

（７）嘱託医の協力を得て、穏やかに最後を迎えられるよう援助した。 

（８）職員の健康管理について 

・春・秋に健康診断を行った。 

・１１月にインフルエンザの予防接種を実施した。 

・調理職員の検便を毎月実施した。   

（９）個人情報の保護に努めた。 
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（10）災害時に備え、救急用物品を倉庫に用意した。 
 

処置状況(救急車要請状況 平成 27年度救急車要請 1件) 

処 置 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

外 科 処 置 306 316 298 326 320 285 291 292 287 328 351 399 3799 

皮膚科処置 307 295 287 304 287 240 248 239 303 284 255 257 3306 

口眼耳処置 392 387 379 374 341 324 334 355 373 359 381 377 4376 

胃 瘻 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 49 
 

受診状況（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月迄） 

  月 

科目 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 

内 科 17 22 10 16 19 34 17 21 17 22 19 22 24 25 

外 科 1 1 1 4 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 

皮膚科 2 2 4 4 1 1 1 1 0 0 2 2 0 0 

整 形 1 1 2 4 1 2 4 6 0 0 2 4 1 2 

脳外科 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 

歯 科 9 24 8 14 5 12 6 11 7 17 8 25 9 26 

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

泌尿科 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 3 3 1 1 

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

眼 科 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 1 1 3 3 

耳鼻科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 31 52 22 44 27 50 33 44 25 40 37 59 38 57 

入 院  5 名 5 名 3 名 3 名 4 名 2 名 2 名 
 

  月 

科目 

１１ １２ １ ２ ３ 計 

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 

内 科 10 11 27 46 37 54 35 59 36 58 273 385 

外 科 2 2 0 0 1 1 0 0 2 2 8 11 

皮膚科 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 13 13 

整 形 1 2 1 2 3 6 4 6 3 5 23 40 

脳外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 7 

歯 科 10 17 10 24 11 20 10 30 10 28 103 248 

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

泌尿科 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 8 9 

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

眼 科 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 9 9 

耳鼻科 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 2 2 

計 25 34 41 65 55 84 50 96 56 104 511 790 

入 院 4 名 2 名 3 名 3 名 4 名 40 名 
 

５．栄養・食事サービス 

（１）栄養ケア・マネジメントの実施について 

・栄養ケア・マネジメントにより利用者の低栄養状態予防と維持・改善に取り組んだ。 

①喫食状況を確認し、喫食量を算出し、提供量の調整を行った。 

②毎月の体重測定から体重減少・増加率を算出し、原因を考えて対応を行った。 

③褥瘡の予防に取り組んだ。 

④嚥下力が弱くなってきた方に嘱託医へ相談しながら経口維持食（個々に作成）を提供した。 

⑤食事形態の確認、嗜好・アレルギー・薬の影響への対応を行った。 

⑥各人の持ちやすい茶碗、介助用スプーンの使用等食器の工夫を行った。 

⑦下痢・発熱者に随時『梅ご膳』を提供した。 

・行事食ファイルを作成した。（献立作成、写真・反省） 
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・食中毒の予防に努めた。 
 

基本栄養量と給与栄養量の比較 

栄養素別 給与栄養目標量 実施給与栄養量（平均） 

エネルギー    ㎉ 

たんぱく質    ｇ 

総脂質      ｇ 

食塩相当量    ｇ 

1400～1500 

５０～６０ 

３０～４０ 

９以下 

1350～1450 

５５ 

３５ 

８以下 

※朝食 粥対応（希望者のみ）   

※朝食 自家製ヨーグルト提供（ビタミンＡ，Ｂ１、Ｂ２、Ｄ３、カルシウム、カリウム、亜鉛付加） 

※週 3 回 乳製品おやつ（ヤクルト、ヤクルト 400、ジョア、ミルミル、ミルミルＳ） 

※天然だし使用（さば・いわし・かつお・むろ・そうだ）こんぶ 
 

栄養ケア・マネジメントリスク分類報告 平成 28 年 3 月 31 日 現在 在籍 78 名(内入院 2 名) 

 低リスク 中リスク 高リスク 

 47 名 61％ 21 名 28％ 8 名 11％ 

BMＩ 

18.5～29.9 44 名 18.5 未満 31 名 

１年以上体重低め安定 

除くと 8 名が中ﾘｽｸに該当 

 

体重減少率％ 1 ヶ月に 3％未満 70 名 1 ヶ月に 3～5％未満 5 名 1 ヶ月に 5％以上 2 名 

血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値 3.6ｇ/dl 以上 38 名 3.0～3.5ｇ/dl 16 名 3.0ｇ/dl 6 名 

食事摂取量 76～100％ 73 名 75％以下 2 名  

栄養補給法 
経口 71 名 経腸栄養（併用含む） 5

名 

 

じょくそう   じょくそう 1 名 

※本年度は血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値追加により去年に比べ中・高リスクの方が増えた 

※新入所者移行受診では血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値検査せず 

個人対応について 

①食事形態 主食 ご飯、粥、粥ゼリー 

      副食 常菜、刻み菜（一口大）、刻みみじん切菜（カット後形成） 

         みじん切菜（細かくしてとろみ剤を加えて固めた形態） 

         ミキサー菜（ペースト・ムース状で滑らか、粒の無い形態とろみ剤入り） 

②嗜好（主食、生卵、納豆、生もの、うなぎ等） 

③アレルギー対応（グリンピース、酢の物等） 

④主食量（中盛、普通盛、小盛、小-小盛、小-小-小盛） 

⑤おにぎり 

⑥服薬による代替え（納豆、ブロッコリー等） 

⑦主菜の量（普通量、ハーフ量、小皿量） 

⑧特別食（療養食加算者） 

糖尿病食対応 4 名、腎臓病食対応 4 名、心臓病食対応 8 名 

 

平成 27 年度行事食（特別養護老人ホーム） 

月 日 行 事 献 立 備 考 

４月 
お花見（園内） 

お花見弁当 

五目ちらし寿司,桜まんじゅう.茶あん蒸し, 

おやつジュース 

家族お弁当 

アルナ製 

＠500×51 

お誕生会 海鮮ちらし寿司,くるみ和え,清汁  

５月 

端午の節句 

誕生会 

たけのこご飯,かつおのたたき,ごま和え,マンゴー, 

あおさの味噌汁 

こいのぼり

の練切 

昼食会 

(３階ホール) 

アルナ製にぎり寿司（とろ,まぐろ,ホタテ,甘海老,穴子, 

玉子,ガリ）太巻き,稲荷寿司 

ゴールデンキウイ,ＣＣレモン 

おやつ選択 

洋菓子 2 種 

紅茶 

お刺身デー 
刺身盛合わせ(まぐろ,ホタテ,甘海老,パセリ,オオバツマ) 

ご飯,小鉢,汁物 
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６月 

誕生会 特製五目釜飯,春雨中華和え,すいか,清汁  

運動会 おにぎり,チキンナゲット,スイカ,じゅんさい汁 
ﾐﾆあんぱん 

水羊羹 

７月 

七夕様 

誕生会 
ひつまぶし,ごま酢和え,さくらんぼ,七夕ゼリー,赤出汁  

納涼会 

(町内会) 

ランチパック,コリンキー入りチキンボール煮 

あんみつ,コーヒー 
 

８月 

迎え火 スタミナそうめん,おむすび,ワッフル  

送り火 お赤飯,精進揚げ,天つゆ,酢の物,赤出汁  

誕生会 特選ふっくらうな重,甘酢,メロン,味噌汁 スイカ割り 

９月 

さわやか 

ふれあい祭り 
彩五目ちらし寿司,洋ナシのコンポート,清汁 模擬店 

彼岸の入り おはぎ(あんこ,きなこ)漬け物,清汁  

お中日 小豆飯,天ぷら、酢味噌和え、あさりの味噌汁  

誕生会 
特選ふっくらうな重,ひじき山芋煮,半月みかん, 

ゴールデンキウイ,清汁 

柿水羊羹 

禅師丸本舗 

１０月 

誕生会 
海鮮ちらし寿司,おくらのきな粉ごま和え, 

洋ナシのコンポート,清汁 
 

運動会 太巻き,稲荷寿司,柿,あさり味噌汁 
ﾐﾆあんぱん 

水羊羹 

１１月 

アルナまつり うなぎのちらし寿司,寒天よせ,柿,味噌汁  

アルナ喫茶 
3 種 ﾓﾝﾌﾞﾗﾝ(みつばち),ﾚﾓﾝﾑｰｽ（ﾊﾟﾙﾌｫｱ）,陶器ﾌﾟﾘﾝ（み

つばち）,コーヒー,紅茶 

 

 

誕生会 海鮮ちらし寿司,茶碗蒸し,リンゴのワイン煮  

 

 

月 日 行 事 献 立 備 考 

１２月 

昼食会 
アルナにぎり寿司(赤身,ホタテ,茹海老,鯛,サーモン, 

厚焼き玉子,太巻き),メロン,あんぽ柿,清汁 

ケーキ 

紅茶 

冬至･ｸﾘｽﾏｽ喫茶 
南瓜の煮付 

ケーキ 2 種選択,紅茶 
ゆず湯 

クリスマスイブ ちらし寿司,青菜と柿の白和え,いちご,清汁 シャンパン 

クリスマス サンドイッチ,ポトフ,コーヒー,みかん  

年越し 年越しそば,天ぷら,みかん  

１月 

元旦 

お赤飯,かきたま汁 

おせち(伊達巻,海老,お多福豆,干支かまぼこ,紅白なます) 

煮しめ(南瓜,ごぼう,人参,菜の花,昆布煮),杏仁豆腐 

雪うさぎ 

饅頭 

お正月 
宝船海鮮丼,コーヒーゼリー,清汁 干支饅頭 

特選ふっくらうな重,紅白なます,コンポート,そうめん汁 甘酒 

新春の集い 

誕生会 

彩五目ちらし寿司(茹海老,いくら,錦糸卵,刻みのり,桜で

んぶ,絹サヤ)甘酢生姜,メロン,あんぽ柿,清汁 

水ようかん 

アルナ製 

鏡開き お汁粉  

２月 

立春 ふきのとう味噌  

節分 太巻寿司,五目姫稲荷,甘納豆,あおさのり汁,マンゴー いわし 

もちつき 

誕生会 
おもち(あんこ,きな粉,からみ,おかか和え)清汁  

３月 

ひな祭り 

誕生会 
おひな様生ちらし寿司,蛤汁,ババロア 

お雛様 

ねりきり 

彼岸入り ぼたもち(あんこ,きなこ),白菜漬け,清汁  

お中日 小豆ご飯,鰤の照り焼き,炒め物,味噌汁  

彼岸明け お汁粉  

※ 毎月 15 日は供養の日 お赤飯と天ぷらで亡くなった方々を供養 
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※ 産地直送 デコポン、沼津のとろまぐろ 

※ 手つくり ゆずジャム 

※ 魚・肉・野菜・和洋菓子等の生鮮食品は地域業者から購入し、柿生野菜生産直売会等好評 

※ 毎週金曜の朝食は生玉子を提供（6 月から 9 月は中止） 

※ 8 月、9 月新メニュー提供 

※ 日曜の朝食時は豆乳、月曜は牛乳、他は飲むヨーグルトを提供。週 2 回 2 リットルを 6 本作る 

食事委員は、行事委員と協力し、お花見、納涼祭、アルナ祭り喫茶、クリスマス喫茶の企画・運営をした。 

また季節行事として、スイカ割り、餅つきを企画・運営した。 
 

（２）衛生面強化について 

・食材・保存食を１４日分冷凍保存した。 

・調理員の検便を月に１回実施した。（０－１５７を含む） 

・害虫駆除を年に 1 回実施した。（業者） 

・貯水槽清掃を年に 1 回実施した。（業者） 

・グリストラップの清掃を年に 1 回実施した。（業者） 

（３）地震、洪水等の自然災害に備え、災害発生時の対応手順を決めておく。 

①  非常食・水の確保 

  イ．25年サバイバルの非常食を 100人 3食 3日分用意しておく。 

  ロ．水は 1人 1日 500mlを 2本、100人 3日分用意しておく。 

② 災害発生時の対応 

  イ．緊急連絡網を作成し、訓練を行う。 

  ロ．マニュアルを作成する。 

③  熱源を確保していく。 

  ・炊き出し（薪の確保）  ・ガス（回転釜）  ・電気（電磁調理器の購入検討） 

  ・ガス、電気、水道（スチームコンベクションオーブン） 

（４）その他職員の栄養相談 

（５）会食会、地域介護教室等の開催 

四．管理・運営 

１．業務運営方針 

    利用者に質の高い良い援助を行うには、職員のチームワーク、人間関係を良好に保つこと、労

務管理及び安全衛生管理を更に充実させ、職員の配置を適正に確保し、働き易い明るい職場作

りをし、各分野の職務に安心して専念できるようにした。 
 

２．園の組織機構 

                事務係   

                ケアマネジメント係 

  生活相談係 

   園  長   事務長     介護係  

 医務係   

  栄養・調理係  

                在宅ケア係           デイサービス     

                地域包括支援センター      居宅介護支援事業所 
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３．会議・委員会活動 

会議・委員会組織図 

     特別委員会 

法人傘下                    行事委員会 

理 事 会     施設長会                     衛生・美化委員会 

                             研修委員会 

理 事 長    園 長   事務長               広報委員会 

                   食事委員会 

評議員会                            ボランティア委員会 

                            防災・管理委員会 

                                厚生委員会 

   

（１）連絡調整会議 

     連絡調整会議構成委員 

      ①園  長    ②事務長    ③相談員     ④介護長     ⑤看護主任   

⑥管理栄養士  ⑦地域包括主任 ⑧居宅介護主任  ⑨通所介護主任  

重要な議題について集中して審議することができた。 

（２）経営調整会議 

    連絡調整会議と同様。 

（３）介護職員会議・調理会議等 

  ・介護職員会議 

6月、11月、3月の年 3回開催。内 11月は、高齢者虐待、認知症などのテーマをもうけ研修会と

した。 

その他主任会議として、毎月 1 回を基本に定期的に開催し、各種テーマに沿い問題点を整理し対

応策を話し合うことが出来た。 

・調理会議等 

定期的に開くことができ、他の部所へ提案を行うなど職種間の調整に資することができた。 

（４）ケース会議 

不定期開催となってしまったが、ケアプランサービス担当者会議での決定内容を中心に据え、何か

変化があった場合すみやかに関係部署の職員が集まりミニカンファレンスを行い、利用者サービス

が継続して行えるように努めた。 
 

４．資金計画 

（１）   通常の経費は、介護保険報酬及び利用者の１割負担・食事負担等の収入でまかなう。 

     また、委託費・寄附金等を充当し、健全なる経営に努めた。 

 （２）   収支・支出予算書（別紙） 

５．車輌維持管理・安全 

（１） 保有台数は、現在送迎用特殊車４台、乗用車６台（軽自動車５台）の計１０台となっている。

車輌の使用耐用年数を長く持続させるため、整備・点検・ワックス掛け等充分留意し管理し

た。 

（２） 日常安全運転を心掛け、人身事故・物損事故等が発生しないよう、日常における心身の安定

化を図り、始業・終業点検を励行し万全なる体制で運転業務を遂行した。 

（３） 始業時アイドリングする場合には、隣家から遠ざかり玄関前中央広場にてこれを行うことに

より、近隣家庭に排気汚染・騒音等を出さないようにした。 

 

６．防災計画 

毎月第三週を防災訓練の日と定め、曜日を変えて実施したが、予定通りの日に実施できなかった。 

また、また、夜間消防訓練に参加をしていただいたり、柿生地区自主防災訓練に於いては、数種類の車椅

子を使った救護訓練を当園が担当し、非常時の対応を理解して頂いた。 

 

 
 

ケアサービス向上委員会 

接遇会議（ケアプラン） 

ケース会議 

連絡調整会議 

経営調整会議 

苦情等対応委員会 

事故対応委員会(予防検討) 
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実 施 日 実施時間 実施内容 

２７年 ４月２４日 １１時１５分 避難訓練（洗濯室より出火）  

 ５月２９日 １１時１５分 避難訓練（ボイラー室より出火）  館内 

 ７月２４日 １９時００分 夜間訓練（調理室より出火）  

 ８月１７日 １１時１５分 避難訓練（洗濯室より出火） 館内 

 ９月２３日 １１時１５分 避難訓練（調理室より出火）  

 １０月２３日 １１時１５分 避難訓練（ボイラー室より出火） 館内 

 １１月１６日 １１時１５分 避難訓練（調理室より出火）  

 １２月２２日 １１時１５分 避難訓練（ボイラー室より出火） 館内 
 

７．生活環境の整備 

当園は大変生活環境に恵まれているが、園庭の草花が１年中絶えることなく花を咲かせ、入居者や利用者

の目を楽しませている。また、建物内に於いても、華道クラブのボランティアの先生のおかげも有り、常に

四季の花々を飾って頂く事ができた。 
 

８．職員研修 

介護保険下における、他異業種施設との競争が激しくなってくる社会情勢になってきたので、介護老

人福祉施設従事者としての自覚と資質の向上を目指して研修を行い、利用者の支援・援助の充実に努め

た。 

（１） 内部研修 

園内研修が昨年度より積極的に実施できた。16回実施。テーマは、リハビリ・虐待防止・排泄・服薬介 

助・感染症・ヒヤリハット・事故・水分補給・認知症など。様々なテーマでの園内研修を実施した。園外 

研修については多数参加した。時期によっては、人手不足ということで参加に消極的なところが見られた 

が、必要な研修については万難を拝して参加するようにした。 

（２） 外部研修 

  市老人福祉施設事業協会、高齢者福祉総合センター、県社協や関東ブロック全国老施協等で主催 

する研修会に極力出席した。 

（３） 職員教育 

職員が利用者から信頼され、より良いケアが出来るようにするため、随時園長による面接教育の実 

施をする。 

（４） 新人教育 

   福祉施設従事者としての自覚と資質の向上を目指し、保全を第一として業務を行う上での知識・技 

術を身に付けることを目的として一定期間の研修を行う。また、採用時点において、社会人としての 

心構え、服務についての諸規則及び一般的心得を習得させ、立派な職業人としてのあり方を付与した。 
 

９． 情報発信（公開）及び人材確保の推進 

平成 27年 7月、11月、平成 28年 2月アルナ便りを発行。定期的に 1階、2階食堂の装飾物新規製作や貼

り替えを実施。ホームページの情報更新が充分とは言えなかった。次年度にむけて当園ホームページの内容

をより充実させるために、各部署と事務広報との連携をどのようにとるべきか及びボランティアや行事委員

との連携について話し合い、次年度から試みる準備を進めた。 

 

四．地域貢献･社会貢献活動 

１．青少年更生活動支援 

横浜家庭裁判所による短期補導委託（特別養護老人ホーム社会奉仕活動）を受託するとともに、

横浜保護観察所の社会貢献活動に協力し、延べ１３名の青少年の更生活動に寄与した。 

２．会議室開放事業 

会議室を有益な社会資源として地域社会に開放、積極的に地域の方々に活用していただいた。 

   美山台自治会・社会貢献かもめ会・王禅寺ハイム総会等 

３．柿生駅前町内会・近隣町会との協力体制 

・地域防災訓練を、柿生駅前前町内会、麻生消防署と麻生区役所との協働のもと、園のふれあい広場
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で開催し地域の防災意識の高揚及び、訓練に協力した。又、上麻生地区の防災地図作成にも出資協

力し地域に配布することができた。 

・園庭における夏の納涼盆踊り大会、正月のどんど焼きを共催実施し、地域住民の交流を促進した。 

４．施設活動の提供 

デイサービス及び、地域包括支援センターの活動の延長として、園の施設と資源を地域住民に提供 

した。 

アローチャート研修会の主催援助・介護講座の実施援助・ご近所ネットワーク推進援助 

健康維持増進活動の推進援助（３Ｂ体操・太極拳等）・地域民生委員、ケアマネ研修会及び会議主催協力等  

 

５．養成校等との連携 

年間 110名の実習生を受け入れた。今年度は、実習担当を 2名から 3名に増員し、実習生に安心して実

習に入っていただけるよう初日ガイダンスを丁寧に行うことを心がけ、おおむね実習生の満足度を得る

ことが出来た。次年度の課題として、指導担当につく職員の指導力向上を目指した研修等を行なってい

きたい。 

 

実習報告 

学 校 名  人 数 期 間 

西部総合技術校 2 名 H27.7/6～7/16 

教員介護体験 23 大学 97 名 H27.8/4～H28.3/12 

聖マリアンナ看護専門学校 5 名 H27.10/13～10/29 

聖路加看護大学 6 名 H28.2/8～2/12 

合 計 110 名  

 

６．ボランティアとの連携・協調 

平均すると月に２２名ものボランティアの方々の協力を得ている。大学生等が当園で実習した後、ボラン

ティアを希望するなど、高齢者福祉への関心が高まっている。実習を終了した音大生が、ボランティアとし

て行事に参加してくださるようになった。しかし、長年当園を支えてくださっているオムツ巻き・車椅子清

掃・リネン交換ボラ等が高齢化などにより、来園日数が減少し職員の作業負担が増えてきている。今後ボラ

ンティア募集とともにボランティアの人材育成が必要になってきている。 
 

ボランティア数  

項 目    ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月  １月 ２月 ３月 

洗 濯 ボ ラ 0 0 1 2 0 2 2 2 2 2 2 2 

リ ネ ン 交 換 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 

車 椅 子 清 掃 4 10 3 0 0 0 2 8 2 2 2 2 

ク ラ ブ 13 13 13 13 3 13 13 12 14 6 13 11 

オカリナボラ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

行 事 8 3 0 22 7 15 5 4 20 0 0 0 

紙 芝 居 1 1 1 0 2 1 1 1 1 1 1 1 

歌 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

個 人 ボ ラ 0 0 4 4 4 4 4 4 6 6 6 6 

学 生 ボ ラ 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 29 30 25 64 19 45 30 34 48 20 27 25 
 

 

７．小・中学校生徒、及び保育園との交流 

体験学習の一環としてデイサービスを中心に、小中学生を受け入れ介護老人施設に対する理解を促進した。 

柿生保育園については、例年通り年間計画に基いて、園児達に来て頂き、あるいはこちらから行事等に出向

き、楽しい交流の機会を持つことができた。 
 

 

 



17 

ショートステイ（短期入所生活介護） 
柿生アルナ園短期入所生活介護は、ベッド 2床とする。利用者、介護支援専門員との連携を保ち、 

緊急利用申し出の方にも、速やかに対応し、地域のニーズに応えたサービスを提供した。今年度は特 

養での感染症の発生もなく、利用受け入れ中止などの事態もなかったことから、大幅な利用減少月もなか 

った。申込者の利用理由としては、介護者の休養、家族旅行、特養入居に向けて体験利用等だった。 
 

（１）ショートステイの利用の計画化 

 在宅介護に問題を抱えている方や介護者の休養の必要の高い方、また利用者の希望に応じて介護支 

援専門員と連携を図り、計画的利用を勧めた。 

（２）ショートステイ利用の効率化 

 施設入所者が、入院加療中の空きベッドを有効に活用することを考え、両者の承諾の下で介護支援 

専門員へ情報提供した。 

（３）ショートステイ利用期間の介護サービスの質の向上 

在宅介護生活を十分把握し、在宅に近い環境で介護サービスを行なった。退園時にショートステイ 

利用期間の情報を報告書として開示した。 

（４）ショートステイ利用者の拡大 

医療的ニーズの高い在宅介護の用者に対しても、関係機関との連携を図り、受け入れる方向を整え 

た。又、新規利用希望者もサービス利用にスムーズに繋げるよう努力した。 

（５）ショートステイ空所利用の効率化 

 ショートステイと特養の一体化を促進し、稼働率をより高めご利用者のニーズに応じるよう努力した。 
 

 利 用 人 数 延利用日数 
ベッド利用率 

男 性 女 性 計 計 

４月 6 7 13 80 133.3％ 

５月 3 7 10 88 141.9％ 

６月 4 7 11 84 140.0％ 

７月 5 7 12 79 127.4％ 

８月 6 8 14 86 138.7％ 

９月 4 10 14 72 120.0％ 

10 月 3 9 12 76 122.5％ 

11 月 2 9 11 77 128.3％ 

12 月 2 7 9 81 130.6％ 

１月 1 6 7 80 129.0％ 

２月 4 5 9 60 103.4％ 

３月 4 4 8 52 83.8％ 

合 計 44 86 131 915 125.0％ 

前 年 度 計 44 105 149 762 104.1％ 

（２つの月にまたがって利用した人は、実績報告上それぞれの月でカウントしている） 

介護認定レベル表 

 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 介護度平均 

４月 1 6 3 4 0 2.71 

５月 0 3 3 3 1 3.20 

６月 1 4 3 3 0 2.72 

７月 0 6 4 1 1 2.75 

８月 0 5 5 1 3 3.14 

９月 0 4 4 4 2 3.53 

10 月 1 3 3 3 2 3.16 

11 月 1 4 2 2 2 3.00 

12 月 1 2 2 2 2 3.22 

１月 2 2 1 1 1 2.57 

２月 2 1 3 1 2 3.00 

３月 1 2 3 0 2 3.00 
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デイサービスセンター（通所介護） 
１.事業目標と重点課題 

（１） 新規利用者を獲得すると共に、適切なサービスを目指す 

① 居宅、包括と連携し利用者を拡充して行った。 

② 他事業所に働き掛け新しい利用者獲得に繋げるよう努めた。 

③ ケアマネージャーを招き意見交換会を実施し、「アルナ園デイサービス」での様子や特長を 

紹介すると共に情報収集に努めた。 

④ 担当者会議に積極的に参加し、ケアマネージャーとの信頼関係の構築に努めた。 

⑤ 見学者・一日体験者の受入れ実施した。 

⑥ 振替利用等の実施を行なった。 

⑦ 利用者の特性や介護度・認知度に適した介護サービスを提供できる様に努めた。 

⑧ 認知症の理解を深める為、研修等に積極的に参加した。 

 

 

 

 

 

平成 27 年度 月別デイサービス利用者数等一覧（複数利用者計上） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

実利用者(延登録) 97 95 96 101 102 102 96 96 93 

延利用者数 330 332 335 352 312 339 317 306 289 

延入浴者数(一般) 213 221 218 222 180 193 191 164 164 

延入浴者数(機械) 23 25 24 30 25 28 29 33 31 

延送迎者数(往復) 328 332 335 352 310 338 315 306 287 

延送迎者数(片道) 2 0 0 0 2 1 2 5 1 

延送迎者数(自送) 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

実施日数 22 21 22 23 21 22 22 21 21 

1 日平均利用者数 15 .0 16 .0 15 .0 15 .0 15 .0 15 .0 14 .0 15 .0 15 .0 

要介護認定平均 1.7 1.7 1.8 1.8 1.8 1.7 1.6 1.6 1.6 

           

 1 月 2 月 3 月 合計 前年度計    

実利用者(延登録) 89 89 84 1140 1304    

延利用者数 256 285 303 3756 4143    

延入浴者数(一般) 145 173 180 2264 2509    

延入浴者数(機械) 28 32 32 340 431    

延送迎者数(往復) 254 283 302 3742 4114    

延送迎者数(片道) 2 2 1 18 6    

延送迎者数(自送) 0 0 0 1 15    

実施日数 20 21 23 259 256    

1 日平均利用者数 13 .0 14 .0 16 .0 14 .5 16.2    

要介護認定平均 1.6 1.5 1.6 1.66 1.68    
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デイサービス 欠席理由（平成 28 年 3 月分） 

欠 席 理 由 欠席人数(延人数) 備 考 

ショートスティによる休み 11 名  

体調不良による休み 15 名 高齢の為、致し方ない理由である。 

自己都合による休み 18 名 自己都合によるお休みが増加している 

受診による休み 6 名  

入院 0 名  

長期休み（1 ヶ月以上） 19 名 骨折による長期入院や半年毎に介護者が変動する等 

1 ヶ月あたりの欠席者計 69 名  

 ※ショートスティ利用の 1度の期間が長期化している。ひと月の内、10日～２週間入所され、それが毎月

繰り返される。また、1年の内、３ヶ月まとめて入所されるか方もいる。 

 

 

利用抹消理由等（平成 27 年度） 

抹 消 理 由 人数 備 考 

入院・入所等による利用抹消 10 名 当園への入所など。 

自己都合による利用抹消 
8 名 

介護の重症化による小規模多機能や認知専門ﾃﾞｲや自宅介護への移行

等。 

死亡による抹消 3 名 病の悪化や心不全等による死亡。 

引越しによる抹消 2 名 娘や息子との同居・高齢者住宅への引っ越しなど 

計 23 名  

営業停止 0 回  

 
1日体験利用者・新規利用者数 

 （それぞれ 3月実績） 平成 27年度利用者数 平成 26年度利用者数 

１ 日 体 験 利 用 者 26名 29名 

新 規 利 用 者 17名 24名 

複数利用者数の増加 23名 31名 

 
平成 28 年 3 月現在 曜日別利用者の介護度別表（複数利用者計上） 

 支援 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

月曜日 5 7 6 0 0 0 

火曜日 1 8 2 2 2 1 

水曜日 3 5 6 0 1 1 

木曜日 2 3 5 3 0 1 

金曜日 3 10 7 1 1 0 

計 14 33 26 6 4 2 

％ 16.7 39.3 31.0 7.1 4.8 1.2 
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平均介護度 1.6（昨年度 1.7）1.8～1.5の間を行き来している。 

※ 介護認定が厳しくなり、低く抑えられている傾向にある。 

※ 現在介護度３以上が 13.3％→加算を取るためには３０％以上必要。 

※ 現在認知症３a以上が 22.2％→この 3月、加算が取れる 20％を初めて超えた。これを３ヶ月継続し 

加算が取れるようにして行きたい（加算条件である認知症実務者研修は取得済み） 

 
（２） 介護保険の改定に伴うサービスの変革に合った新サービスの提供に努めた。 

① 昼食代（おやつ含む）の見直しを実施 

② それに伴う行事・行事食の見直しを実施 

③ 3B体操・音楽リハビリの実費徴収の実施 

④ アンケートの実施(満足度調査など) 

 

 

（３） 職員の意識改革と統一したサービス提供を目指す 

① デイ会議・個別対応確認の実施 

② 加算に繋がる研修への参加 

③ 他施設見学の実施 
 

２.事業内容 

（１）営業時間 月曜日～金曜日 ９時半～16時半の７時間（平成 27年 4月～） 

（２）サービス提供内容 

① 送迎 

イ) 運転手・寮母の 2人での送迎を実施。 

ロ) 各自宅までの送迎を、安全で円滑なルートで実施。 

ハ) 体調や状況に合わせた送迎を実施。 

ニ) 台風・雪の場合は、マニュアルに沿い実施。 

② 健康管理 

イ) 連絡帳や送迎時の家族からの伝言から、利用者の健康状態を把握に努めた。 

ロ) 毎朝、体温・血圧・脈拍を測定し、利用者の健康状態の観察・把握に努めた。 

ハ) 月 1回の体重測定の実施。 

ニ) 異常や急変があった場合、必要に応じ心肺蘇生や救急対応を実施。 

ホ) また、家族やケアマネージャーと連絡をとり、迅速かつ最善の対応に努めた。 

ヘ) インフルエンザ・ノロウイルスなどの感染症予防の為、適切な対策・対応を行なった。 

ト) 感染症予防研修に参加し、最新の情報を把握すると共に、適切な対応の確認を行なった。 

チ) 食事前の口腔体操・食後の歯磨き・月 1 回の口腔ケアを実施し、口腔機能の維持向上を目指す

と共に、感染症予防に努めた。 

リ) 本人・家族からの健康相談に随時応じた。 

ヌ) 体調がすぐれない利用者などに、必要に応じてベッドの提供を実施した。 

ル) 希望者への 30分程のお昼寝時間の提供を実施した。 

③ 食事 

イ) 昼食代（含むおやつ）の値下げの実施。975円⇒860円（平成 27年 4月～） 

ロ) 年 2回（敬老会・クリスマス会）の行事食の実施(月～金の 5日間) 

ハ) 毎月２回の「お楽しみ昼食会」の実施。 

ニ) おやつ作りの実施。 

ホ) 喫茶の実施(月～金の 5日間) 

ヘ) 管理栄養士による高齢者や病気に応じたメニューの提供を行なった。 

ト) 温かい物は暖かく、冷たい物は冷たく、そして四季を取り入れたメニューの提供を行なった。 

チ) 嗜好や食事形態に合わせた対応を実施。 

リ) 食事の状況を観察し、嚥下の確認・誤嚥防止、摂取量などから健康状態を把握に努めた。 

ヌ) 管理栄養士と相談しながら適切な食事が提供できる様に努めた。 
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平成 27 年度デイサービスおやつ（月～金） 

月 日 メニュー 

４月 桜まんじゅう,手作り杏仁豆腐,ショコラブッセ,お取り寄せレモンステックケーキ 

５月 手作り草もち,抹茶カステラ,今川焼き,バナナカステラ 

６月 手作り水羊羹,お取り寄せシフォンケーキ,チーズクレープ,乳菓まんじゅう 

７月 スィートポテト,マンゴーケーキ,葛さくら,ふんわり焼き 

８月 手作りムース,ワッフル,小豆プリン,シュークリーム 

９月 ねりきり,ブルーベリーケーキ,Ca あられ,Ca クッキー,おはぎ 

１０月 ミニケーキ,蒸しケーキ,ハロウィンねりきり,ミニあんぱん 

１１月 南瓜プリン,ミルクドーナツ,栗カステラ,紅葉まんじゅう,ショコラケーキ 

１２月 サンタまんじゅう,シュークリーム,ミニ鯛焼き,クリスマスケーキ 

１月 干支まんじゅう,パウンドケーキ,手作り栗ぜんざい,手作りムース 

２月 鬼まんじゅう,お多福まんじゅう,チョコケーキ 

３月 ひなまつりお祝いケーキ,おはぎ,桜もち,ブッセケーキ 

＊毎月誕生会の第３週は５日間、ケーキとドリップコーヒー・紅茶でお誕生者をお祝いした。 

 

 

 

 

 

 

平成 27 度デイサービス行事食 

月 日 行 事 献 立 おやつ 

4 月 3 日～ 

9 日 

お花見 

3 日（金） 

お花見弁当 

五目ちらし寿司,くりみあ和え,苺,汁物 

桜ねりきり 

アルナヨーグルト 

抹茶玄米茶 

5 月 4 日～ 

8 日 

端午の節句 

7 日（木） 

端午の節句弁当 

筍ごはん,かつおのたたき,おかか和え, 

マンゴー,ヨーグルト,汁物 

菖蒲湯 

こいのぼりねりきり 

草団子作り（月） 

6 月 
作品展 

1 日（月） 

釜飯（茹で海老,味付けほたて,うなぎ,椎茸,栗甘 

露煮,桜臀部,厚焼卵,蟹カマ） 
葛まんじゅう 

6 月 29 日～ 

7 月 3 日 

七夕様 

7 日（火） 
ひつまぶし,和え物,メロン,さくらんぼ 天の川ゼリー 

8 月 4 日～ 

8 日 

納涼会 

5 日（水） 
うな重,副菜,汁物,メロン,ハウスみかん くず桜（大平屋） 

9 月 14 日～ 

18 日 

敬老会 

月･火･水･木･金 

敬老祝膳 

天ぷらご膳又はうな重,ひつまぶし,汁物 

漬物,いちじく,巨峰,ハウスミカン,小鉢、 

ねりきり（鶴の枚） 

梅昆布茶 

10 月 2 日（金） 
海鮮ちらし寿司 

おくらのきな粉ごま和え,洋梨のｺﾝﾎﾟｰﾄ、清汁 
 

12 月 7 日～ 

11 日 

クリスマス会 

月･火･水･木･金 

にぎり寿 5 種またはひつまぶし 

(まぐろ,いくら,茹海老,ホタテ,サーモン) 

とり照り焼き,ヨーグルト,メロン,苺,小鉢, 

汁物は日替わり 

柚湯,コーヒー 

紅茶(ﾚﾓﾝ･ﾐﾙｸ） 

ケーキ 

シャンメリー 

1 月 4 日～ 

8 日 

新年会 

４日（月） 

新春祝い御膳,鯛めし 

おせち(伊達巻,黒豆,長呂儀) 

みかん,あんぽ柿,汁物 

初釜：干支饅頭 

昆布茶 

2 月 
節分 

3 日（水） 

太巻き,稲荷寿司 

いちご,メロン,小鉢,汁物,玉子ボーロ 

打豆 

鬼まんじゅう 

2 月 29 日～ 

3 月 3 日 

ひなまつり 

3 日（木） 

太巻き,稲荷寿司,ヨーグルト,はまぐり汁,苺, 

でこぽん,雛あられ、小鉢 
桜もち 
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※この他に 5/31 と 10/1 はお刺身の盛り合わせ 

※毎月 15 日は、供養の日でお赤飯、天ぷら、小鉢、汁物、果物 

※春・秋の彼岸は三色おはぎ 

※ヨーグルトはアルナ製ヨーグルトをおやつと共に毎回提供 

 

④ レクリエーション 

イ) クラブ活動の実施 

・絵手紙・○特絵手紙・書道・俳句・折紙・切り絵・手芸・茶道・詩吟・大人の塗り絵の実施。 

ロ) 3B体操 

・先生や職員実施の下、「楽しみ」としてだけでなく、機能訓練の一環としての提供を実施。 

・インストラクターの下、音楽に合わせた体操を実施し、心身の機能維持・向上を目指す 

ハ) 音楽リハビリ 

・セラピストによる音楽療法の提供。 

・事業協会の助成を受けて活動を実施。 

・セラピストとカンファレンスを行い、音楽療法の成果や利用者の状況把握を実施し次回の活動に

繋げていくよう努めた。 

ニ) レクリエーション 

・年間行事計画を立て、季節に合ったサービスの提供に努めた。 

・月毎にレクリエーション計画を立て、季節に合わせたレクリエーションを提供すると共に、心身

機能の維持・向上に繋がるプログラムの提供に努めた。 

ホ) イベントの実施 

・行事のイベントとして、また日々のレクリエーションの中の「楽しみ」として実施。 

・社会交流の提供と施設理解の機会を設ける 

ヘ) 学校や保育園等と積極的な交流を実施。 

・地域との交流を深める。 

・施設理解を深める。老人福祉施設に関する教育の場の提供。 

⑤ 入浴 

イ) 一般浴・中間浴(機械)を用意。利用者の個々の状態・希望に応じた入浴サービスを安全に提し

た。 

ロ) 清潔保持に努め、全身状態の確認を実施。 

ハ) 月に 1週間、入浴剤や季節に合う「ゆず湯」等を提供し、楽しく快適な入浴に努めた。 

ニ) 入浴の際は、プライバシーに配慮すると共に安全に入浴して頂ける様に努めた。 

⑥ 介護・介助 

イ) デイサービス利用時に必要に応じ、トイレ・歩行等の介助、おむつ交換等の介護を提供した。

その際は、安全やプライバシーに配慮したサービスを努めた。 

⑦ 機能訓練 

イ) 3B体操・音楽リハビリ・レクリエーションを通して機能訓練サービスを提供した。 

ロ) 希望者に対してトイレ誘導時やレクリエーション活動時に歩行訓練等を提供した。 

⑧ その他 

イ) 他事業所・他部署との連携に努めた。 

ロ) デイ会議・ドライバーズ会議・レクリエーション会議・行事会議・音楽リハビリカンファレン

スを実施し、利用者の状況や活動の様子を把握に努め、心身の維持・向上に繋がるプログラム

と統一したサービスの提供を行なえるよう努めた。 

ハ) 見学者・一日体験者の受入れを実施し、利用者の拡充に努めた。 
 

３.社会貢献・地域貢献活動 

・介護職や看護職等を目指す学生を積極的に受入れ。 

・福祉施設の理解に繋げ、介護職などを目指す学生の育成。 

・社会貢献の下、「開かれた園」を目指し、地域から様々な催し物をお招きし、活動して頂く 

・ボランティアを受入れ社会貢献に努めた。 

・利用者の話し相手や入浴後の髪を乾かす等の日常ボランティアの受入れを行なった。 

・絵手紙・○特絵手紙・書道・俳句・折紙・切り絵・手芸・茶道・詩吟・大人の塗り絵の実施。 

必要に応じ、専門の先生（ボランティア）に指導を仰いだ。 
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H27.4.23 3B 体操地域に開放 

H27.4.29 ヒューマンハーモニーオーケストラ 

H27.5.30 ボラさん用おやつ 

H27.4.29 ヒューマンハーモニーオーケストラ 

H27.7.2 JA 動揺クラブ 

H27.8.28 セブンスター演芸会 

H27.9.14 バイオリンコンサート 

H27.9.15 秋吉弘子歌謡ショー 

H27.9.16 青葉コーラス 

H27.9.17 太鼓・じゅげむ 

H27.9.18 敬老会川崎市消防音楽隊 

H27.9.17・9.18 菅生中学職業体験 

H27.12.11 クリスマス会慰問ボラ 

H28.3.11 コンサート歌の会ルンルン 
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居宅介護支援事業所（居宅介護支援事業） 
 ＜基本方針＞ 

柿生アルナ園居宅介護支援事業所は、介護保険における指定居宅介護支援事業者として、介護支

援専門員を配置し、次に掲げる運営方針に基づいて適正な居宅介護支援事業を提供する。 

（１） 利用者が可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことがで

きるように支援を行う。 

（２） 利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき適切な保健

医療サービス並びに福祉サービスが多様な事業者との連携により、総合的かつ効果的に提供

されるように配慮する。 

（３） 利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場にたち、提供されるサービスが特定の種

類、特定の事業者に不当に偏することのないよう公正中立に行う。 
 

＜事業内容＞ 

① 相談受付 

② 訪問、契約の締結、アセスメントの実施 

③ 介護給付サービス計画（ケアプラン）・委託による予防給付サービス計画の作成 

④ 関係機関との連携調整を図り各種会議の開催 

⑤ 月１回の訪問とモニタリングの実施 

⑥ 居宅サービスの給付管理、予防実績の各包括への報告 

⑦ 要介護認定更新及び区分変更手続きの代行申請 

⑧ 保険者の委託に基づく要介護認定調査の実施 

 

今期、居宅介護支援事業所の件数について、要介護者の引き受け 26件の新規受託（月平均 2件強）。死去、

施設入所等の利用終了は 23件で前年比との大きな動向はない。但し、介護支援専門員は 2.5人登録に変更し

たため、一人当たりの許容をほぼ満たす状況となった（一人当たりの許容は、40件未満。但し、要支援は 2

人分で 1件の換算とする）今後も必要に応じて、市や包括に働きかけ現件数の維持に繋げていく。 
 

平成 27 年度 介護度別利用状況 

  
要支援 1 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合  計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

４月 6 7 13 8 10 18 11 20 31 7 11 18 5 4 9 4 6 10 1 5 6 42 63 105 

５月 6 8 14 8 10 18 11 21 32 7 12 19 5 3 8 4 5 9 1 6 7 42 65 107 

６月 6 6 12 8 12 20 10 19 29 7 12 19 6 2 8 3 5 8 2 5 7 42 61 103 

７月 6 6 12 8 11 19 10 17 27 9 14 23 6 3 9 3 4 7 0 6 6 42 61 103 

８月 6 6 12 7 12 19 9 20 29 9 15 24 5 3 8 4 3 7 1 6 7 41 65 106 

９月 5 10 15 7 10 17 10 22 32 10 14 24 5 3 8 2 3 5 3 5 8 42 67 109 

10 月 5 8 13 7 12 19 8 20 28 11 12 23 4 3 7 2 3 5 2 5 7 39 63 102 

11 月 6 8 14 6 12 18 9 21 30 11 12 23 6 3 9 2 3 5 2 5 7 42 64 106 

12 月 5 9 14 7 12 19 9 21 30 9 13 22 6 3 9 2 3 5 2 5 7 40 66 106 

１月 5 9 14 8 10 18 6 19 25 10 15 25 6 3 9 3 2 5 3 5 8 41 63 104 

２月 4 9 13 6 9 15 6 20 26 10 15 25 5 2 7 3 2 5 1 4 5 35 61 96 

３月 3 7 10 4 7 11 6 20 26 10 17 27 4 3 7 2 2 4 1 5 6 30 61 91 
 

  

105 107 103 103 106 109
102 106 106 104

96
9180

90

100

110

120

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

合計件数推移
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地域包括支援センター（地域支援事業） 
＜基本方針＞ 

  平成２７年度の介護報酬改定は、２０２５年（平成３７年）に向けて、高齢者が出来る限り住み慣

れた地域で尊厳を持って自分らしく生活を送ることが出来るように医療・介護・予防・住まい・生活

支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築を実現して行くよう求められています。 

  特に介護予防支援に係る新総合事業の導入は、地域の実情に応じた取り組みが求められ、地域での

多様な主体を活用して高齢者を支え、且つ元気な高齢者が支え手に回るような活動が求められていま

す。引き続き地域包括支援センターは地域と一体となって介護予防に取り組み、元気で長生きできる

地域づくりを目指し勧めて行きます。 

 

２．事業内容 

（１）総合相談・支援事業 

地域包括支援センターは、65歳以上の方の総合相談窓口で、5500人に一か所設置されています。 

当包括支援センターは、平成 27年度 5619人と麻生区内で一番目に 5500人を超えました。 

平成 27年度相談件数：1484件、うち新規相談が 179件。 

高齢化率の比較 センター内：26.5％、市：18.94％、区：21.57％ 

このようにセンター内の高齢化率は高くなっています。 

高齢者の増加は今後も続くと言われており、27年度は、地域包括ケアシステムの名のもと、住み慣

れた地域で自分らしい生活が維持出来る様、地域での仕組み作りを考えながら介護予防の必須な方へ

の支援を行なった。 

（２）権利擁護事業 

 ・高齢者虐待への対応 

 ・消費者被害（悪徳商法）の防止 

 ・お金・財産の管理、契約の不安についての相談 

（３）介護予防ケアマネジメント事業 

 ・介護予防ケアマネジメント 

 ・健康維持のアドバイス（健康教室・介護予防教室の開催等） 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

地域との連携を図りながら介護予防教室、ボランティアの発掘を行なった。 

 

３．事業目標 

  法改正に伴う様々な改正点に留意し、適切な対応をおこなった。 

 

４．担当地域 

  ア．上麻生・上麻生５丁目～７丁目  下麻生１丁目  王禅寺西５丁目～８丁目 

    白山１丁目～５丁目 
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５.社会貢献・地域貢献活動 

介護予防普及啓発、広報活動、健康相談、健康体操等の活動を実施。 

毎週水曜日 美山台公園体操 

毎月第 1 月曜日 柿生コロバネーゼ 

毎月第 2 土曜日 太極拳（アルナ園デイフロア場所提供・準備及び先生不在時包括で指導） 

毎月第 2 木曜日 アカシア自治会茶話会  

毎月第 4 水曜日 白山おしゃべり会  

毎月第 4 木曜日 さつき茶話会  

毎月第 4 月曜日（全 8 回）おしゃべりサロンポポロ  

年 2 回（不定期） 若葉会  

毎月第 2 土曜日 さつきちょっと支援隊 

1 回/2～3 か月 いきいきコロバネーゼ 

1 回/2～3 か月 白山遊々会 

毎月第 2 水曜日 はなみずきの会（認知症家族会参加し相談対応）） 

毎月第 4 木曜日 オレンジほっとカフェ 

毎月第 2 水曜日 コーポ体操  

毎月第 3 金曜日（H27.4 月～11 月まで） 3B 体操（講師による体操アルナ園デイ協力にて開催） 

H27.6.4 エリア担当地区民生委員意見交換会（アルナ園会議室提供及び厨房にて昼食提供） 

H27.6.7 柿生駅前町会議認知症について（町会より講座依頼） 

H27.6.12 労金友の会認知症サポーター講座（労金友の会より講座依頼） 

1 回火曜日（6 月より開催） 白山コロバネーゼ 

H27.7.4 ご近所ネット会議（在宅医療について参加者 49 名） 

H27.7.26 認知症サポーター講座 白山ポプラ自治会 

H27.7.29 エイプレス会議 定期巡回事業所会議アルナ園会議室貸 

H27.9.11 認知症サポーター講座（麻生郵便局窓口担当職員へ） 

H27.9.14 認知症サポーター講座（柿生地区） 

H27.9.19 けやき自治会敬老会 健康講座、体操 

H27.10.6 認知症サポーター講座 ふじ薬局 

H27.10.20 認知症サポーター講座 ふじ薬局 

H27.10.25 けやき祭り 介護予防体操 

H27.10.31 麻生区健康づくりの集い 7 包括にて介護相談窓口設置 

H27.11.1 ポプラ祭り 

H27.11.7 さつき祭り 

H27.11.15 福祉祭り 7 包括にて介護相談窓口設置 

H27.11.19 認知症サポーター講座 麻生台団地 

H27.11.21 優しい介護法について講座 ポプラ支え合い 

H27.11.28 認知症サポーター講座 さつき自治会 

H28.1.27 認知症サポーター講座 麻生警察 高齢者支援課より協力依頼 

H28.1.30 ボランティアステップアップ講座 麻生区社会福祉協議会より依頼 

H28.2.13 ご近所ネット会議 包括担当エリア地域住民 

H28.2.15 認知症サポーターフォロー講座 認知症サポーター講座修了者向け高齢者支援課より協力依頼 

H28.2.23 認知症サポーター講座 中央労金 高齢者支援課より協力依頼 

H28.2.27 「介護ってどうするの？」講座 グッドネイバーズより依頼(鈴木医院理学療法士富田先生講師) 


